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概　　　　要

【考察】
立脚割合・重複歩距離・踵荷重平均に関して、
麻痺側の歩幅は増加し荷重量が増え、立脚時間
割合が増えることで10m歩行時間が減少すると
考えた。膝屈曲角度変動係数・膝伸展アシスト
に関して、WW練習開始時はアシスト最大で実施
しており、段階的にアシストを減らすと膝屈曲
角度は増加し変動係数も大きくなると考えた。
逿脚時間変動係数に関して、アシストを漸減し
ていく中で一時的に練習の難易度が上がること
で変動係数は大きくなると考えた。
【結語】
ウェルウォークでのパラメータにおいて、踵荷
重平均、立脚時間割合、重複歩行距離、膝伸展
アシスト、逿脚時間・膝屈曲角度再現性が片麻
痺者の10m歩行速度向上に寄与することが示唆
された。
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【はじめに】
ウェルウォーク(以下、WW)の歩行練習が脳卒中
片麻痺患者(以下、片麻痺者)のFIM移動項目、
歩行速度を向上させるという報告は散見される
が、影響する歩行パラメータについての報告は
少ない。WWは歩行練習と同時に荷重量などの
データ測定が可能である。本研究は片麻痺者の
10m歩行時間に影響するWWパラメータを明らか
にすることを目的とした。
【方法】
2021年3月～2022年11月に回復期リハビリテー
ション病棟にてWWを実施した片麻痺者21名を対
象とし、開始時FAC2以下、終了時3以上を遥択
基準とした。測定項目は年齢･性別･麻痺側･
SIAS･FAC･BI･FIM･10m歩行テストとWWパラメー
タとした。10m歩行時間を目的変数、WW終了時
の身体機能とWWパラメータを独立変数としたラ
ンダムフォレスト(学習データ割
合:60％,Number of trees:500)を実施。統計解
析はR4.2.1を使用し有意水準は5%とした。
【結果】
遥択された10変数(Mean Decrease Gini)のうち
WWパラメータは①踵荷重平均(2125.5),②立脚
割合(2106.1),③重複歩行距離(1969.1),④膝伸
展アシスト(1682.1),⑤逿脚時間変動係数
(1618.9),⑥膝屈曲角度変動係数(1604.0)の6変
数、OOB=3.71%、的中精度87.6%。開始時･終了
時の中央値(IQR)は①:64(14)･52(12),
②:71.9(5)･69.8(7.6),③:41.7(11.9)･
56.7(34.0),④:9(1)･2(3),⑤:0.21(0.09)･
0.12(0.08),⑥:0.11(0.04)･0.11(0.07)であっ
た。
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